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研究要旨 

【目的】本研究は、全国の歯科衛生士養成機関の全ての卒業年次生を対象に、就労および職

業に対する意識や意向を明らかにすること、首尾一貫感覚を指す sense of coherence（SOC）
と職業観および就労観との関連を明らかにすることを目的とした。 

【方法】全国の歯科衛生士養成機関およびその卒業年次生を対象とした、郵送法による無

記名の自記式質問紙調査を 2019 年 11 月の 3 週間に実施した。養成機関より地域と修業年

限の回答を得た。学生票の質問項目は、①属性（性別、年齢、昼・夜間部別、養成機関入学

直前に修了した教育課程）、②歯科衛生士を志望してよかったと思うか、③歯科衛生士はや

りがいのある仕事だと思うか、④生涯、歯科衛生士として働き続けたいと思うか、⑤歯科衛

生士養成機関でのキャリア教育の受講経験、⑥ワークライフバランスの意向、⑦キャリア

展望、⑧歯科関係の研修会等への継続参加希望、⑨認定歯科衛生士の取得意向、⑩SOC ス

ケール、⑪歯科衛生士を長期継続するために重要なこと、⑫卒業直後に歯科衛生士として

就職するか否か、⑬卒業直後の就職先での希望勤務年数、⑭就職先を決める際に重視する

こと、⑮卒業直後の就職に対する不安なこと、について質問した。

【結果】調査票を発送した 162 校の養成機関のうち、150 校から 6,270 名分の調査票の返送

があった。歯科衛生士志望に肯定感がある者 60.7％、歯科衛生士として生涯勤続希望をし

ている者 50.4％、歯科衛生士の仕事にやりがいを感じる者 84.2％、キャリア展望が描けて

いる者（描けている／やや描けている）43.0％、キャリア教育の受講経験がある者 27.2％、

仕事と生活と両立を考えている者 76.3％、継続的に歯科関連の研修会等に参加希望の者（と

ても思う／やや思う）67.1％、認定歯科衛生士を取得意向のある者（とても思う／やや思う）

49.7％だった。希望勤務年数は、「3～5 年未満」が最も多く 45.0％、次いで「5 年以上」36.1％、

「3 年未満」18.9％だった。「3 年未満」を希望した者の生涯勤続希望者の割合は、「5 年以

上」66.9％のおよそ 1/2 にあたる 33.5％だった。SOC 得点（最大 21 点）の平均（標準偏差）

は 14.4（3.4）で、合計得点 12 点以上が全体の 85.7％を占めた。歯科衛生士学生の勤労観お

よび職業観は SOC と有意に関連していることが示された（p<0.01）。また、歯科衛生士学生

の職業観および就労観を、SOC 得点の低、中、高における平均点を分散分析で比較した結

果は（F(2,6225) = 282.18 , p<0.01)であり、SOC 得点と職業観および就労観に関連性が示され

た（p<0.01）。
【結論】希望勤務年数が長いほど、学生の就労および職業に関する意識および意向に関し

て肯定的な回答が高率だった。歯科衛生士学生の SOC と職業観および就労観との関連性が

明らかになり、歯科衛生士教育において SOC が意味する首尾一貫感覚を高める重要性が示

唆された。 
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A． 研究目的

 高齢化の進展に伴う医科歯科連携や地域包括ケアシステムの推進のなか、歯科保健医

療提供体制の構築の観点から、歯科衛生士による口腔衛生管理の必要性が高まっている
1）。地域での多様なニーズに応じた歯科口腔保健の提供には歯科衛生士の安定供給とと

もに、専門家としての知識と技術の向上が求められていることから歯科衛生士の就業継

続が重要となる 2）。しかし、就業歯科衛生士数は年々増加しているものの、歯科衛生士

の免許取得者数に対する就業歯科衛生士数は約半数で推移している 3）。大部分が女性で

ある歯科衛生士の主たる離職理由は、従来から出産・育児といわれ 4-6）、歯科衛生士の

不足が問題視されてきた 7.8）。歯科衛生士不足への対策は復職支援と離職防止の両方が

必要であり 2）、復職に関しては自治体や歯科医師会、歯科衛生士会を中心に復職支援事

業が全国的に展開されている 9）。歯科衛生士の年代別就業率の推移をみたこれまでの調

査研究では、「20 歳代後半から 30 歳代前半にかけて急速に低下し、その後も低下し続

ける」2）と報告されている一方で、「30 歳以上では就業者数が増加しており、特に 50 
歳以上ではその傾向が顕著」3）との報告もあり、一定の復職状況がみられるものの更な

る検討を要すると考える。なかでも、歯科衛生士養成機関を卒業して歯科衛生士として

就職したのち 3～4 年以内に離職する者の増加 10）、いわゆる新卒歯科衛生士と呼ばれる

若年層の早期離職防止が課題となっている 2）。 
歯科衛生士学生は、歯科衛生士養成課程を通して専門的な知識と技術の習得のみなら

ず、歯科衛生士を目指す過程で歯科医療従事者としての意識や態度を修得する。よって、

歯科衛生士養成機関の卒業年次生の就業や職業に対する意向や意識を明らかにするこ

とは、新卒歯科衛生士の早期離職対策を講じるうえで意義がある。特に近年では、歯科

衛生士学生の就職支援において首尾一貫感覚を指す sense of coherence（以下、SOC）11）

を考慮する必要がある 12）と報告されている。よって、処理可能感、有意味感、把握可

能感の 3 つの感覚で構成される SOC が 13）、歯科衛生士学生にとってどのような効果を

もつのか、さらに SOC の強弱による職業観と就労観の関連について検証することは、

歯科衛生士教育への提言および新卒歯科衛生士の早期離職防止の検討に資すると考え

る。

そこで本研究は、全国の歯科衛生士養成機関の全ての卒業年次生を対象に、就労およ

び職業に対する意識や意向を明らかにすること、SOC と職業観および就労観との関連

を明らかにすることを目的とした。

B．研究方法 

全国の歯科衛生士養成機関およびその卒業年次生を対象とした、郵送法による無記名

の自記式質問紙調査を 2019 年 11 月の 3 週間に実施した。調査票は養成機関用（以下、

養成機関票）と学生用（以下、学生票）の 2 種とし、養成機関より地域と修業年限の回

答を得た。対象の養成機関は 162 校であり、3 年制である短期大学および専門学校が 153
校（94.4％）、4 年制である大学が 9 校（5.6％）だった 14-16）。 

学生票の質問項目は、①属性（性別、年齢、昼・夜間部別、養成機関入学直前に修了

した教育課程）、②歯科衛生士を志望してよかったと思うか、③歯科衛生士はやりがい

のある仕事だと思うか、④生涯、歯科衛生士として働き続けたいと思うか、⑤歯科衛生

士養成施設でのキャリア教育の受講経験、⑥ワークライフバランスの意向、⑦キャリア
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展望、⑧歯科関係の研修会等への継続参加希望、⑨認定歯科衛生士の取得意向、⑩SOC 
3- UTHS ; University of Tokyo Health Sociology version of SOC 3 scale（東大健康社会学版 
3 項目 SOC スケール）17）、⑪歯科衛生士を長期継続するために重要なこと、⑫卒業直

後に歯科衛生士として就職するか否かを質問した。卒業直後に歯科衛生士として就職す

ると回答した者からは、⑬卒業直後の就職先での希望勤務年数、⑭就職先を決める際に

重視すること、⑮卒業直後の就職に対する不安なこと、について質問した。 
用語の定義は先行研究 18）に準拠し、キャリア展望は「仕事における将来設計」、キャ

リア教育は「将来設計に関する教育」として調査票にも明記した。早期離職は、厚生労

働省の「新規学卒就職者の離職状況」19）にそって 3 年未満の離職とした。 
SOC スケールの質問は、「私は、日常生じる困難や問題の解決策をみつけることがで

きる」「私は、人生で生じる困難や問題のいくつかは、向き合い、取り組む価値がある

と思う」「私は、日常生じる困難や問題を理解したり予測したりできる」の 3 つである。

この 3 項目を、7 ポイント（よくあてはまる：1～まったくあてはまらない：7）の SD
法で回答を得た。SOC は各項目のスコアをすべて逆転したうえで、個々人の合計点数

を 1 ポイント 1 点とした総得点を使用し、得点が高いほど SOC が強く、ストレス対処

能力が高いと評価する 13）。 
解析について、まず地域を、「北海道」「東北」「関東・甲信越」「東海」「近畿・北陸」

「中国・四国」「九州・沖縄」に区分し 14）、養成機関と学生の両方からの回答が得られ

たデータを連結してクロス集計を行った。卒業直後の就職先での希望勤務年数（以下、

希望勤務年数）別においては、「3 年未満」「3～5 年未満」「5 年以上」に分けた 20）。SOC
スケールには、高低の基準やカットオフポイントが定められていない 13）ため、集計お

よび分析にあたり本調査結果に基づいて 3～12 点を低群、13～16 点を中群、17～21 点

を高群として 3 群に分けた。 
分析は SPSS Statistics Ver.25.0（日本 IBM）を使用して χ2 検定ならびに一元配置分散

分析を行い、有意水準は 5％とした。一元配置分散分析に際し、職業観と就労観に関す

る質問の回答を、卒業後すぐの就業先で希望する勤務年数が 3 年以上を 1 点、歯科衛生

士の志望はよかったか、歯科衛生士として働き続けたいか、歯科衛生士はやりがいのあ

る仕事だと思うかについて「はい」を 1 点、キャリア展望の「描けている・やや描けて

いる」を 1 点、研修会等への継続参加の希望と認定歯科衛生士の取得意向の「とても思

う・やや思う」を 1 点、キャリア教育の受講経験の「受けた」を 1 点、それ以外を 0 点

として最高 8 点とした。職業観と就労観の点数と SOC の 3 群における平均点を分散分

析で比較し、Tukey の方法で多重比較を行った。 
 調査票には回収用封筒を添付し、学生自身が回答済み調査票を密封し、養成機関が一

括して返送する方法をとった。学生への調査票の配布および回収は養成機関へ依頼した。

なお、本調査は全国歯科衛生士教育協議会の協力を得て行い、国立保健医療科学院の研

究倫理審査の承認を得たうえで研究を実施した（承認番号：NIPH-IBRA#12254）。 
 
C．研究結果 

調査票を発送した 162 校の養成機関のうち、150 校から 6,270 名分の調査票の返送が

あった（養成機関の返送率：92.6％）。分析対象は、養成機関票の有無にかかわらず返送

があった学生票の 6,264 名分と、養成機関と学生の両方からの回答が得られた 141 校の
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養成機関票と連結した学生 5,895 名とした。なお、150 校のうち、141 校からは養成機

関と学生の両方から、残りの 9 校からは学生票のみの返送だった（図 1）。 
 
 

 
図 1. 調査票の返送結果 

 
回答者は 99.9％が女子、年齢は「20 歳」から「64 歳」までの回答が得られ、平均年

齢（標準偏差）は 21.7（3.5）歳で 20 歳代が 95.8％を占めた（表 1）。 
 学生全体の希望勤務年数の回答状況は、「3～5 年未満」が最も多く 45.0％、次いで「5
年以上」36.1％、「3 年未満」18.9％だった。地域別に希望勤務年数の割合の差（最低－

最高）をみると、「5 年以上」13.0（29.0％－42.0％）、「3～5 年未満」5.8（41.8％－47.6％）、

「3 年未満」11.1（14.7％－25.8％）であり、「3 年未満」の最も低いのは「東海」で高い

のは「九州・沖縄」だった（表 2）。 
学生全体のうち、歯科衛生士志望に肯定感がある者 60.7％、歯科衛生士として生涯勤

続希望をしている者 50.4％、歯科衛生士の仕事にやりがいを感じる者 84.2％、キャリア

展望が描けている者（描けている／やや描けている）43.0％、キャリア教育の受講経験

がある者 27.2％、仕事と生活と両立を考えている者 76.3％、継続的に歯科関連の研修会

等に参加希望の者（とても思う／やや思う）67.1％、認定歯科衛生士を取得意向のある

者（とても思う／やや思う）49.7％だった（表 2）。 
地域別にみた就労および職業に関する意識および意向の割合の差（最低－最高）につ

いては、歯科衛生士志望に肯定感がある 14.2（53.9％－68.1％）、歯科衛生士として生涯

勤続希望をしている 16.9（41.8％－58.7％）、歯科衛生士の仕事にやりがいを感じる 9.8
（78.9％－88.7％）、キャリア展望が描けている 6.4（38.8％－45.2％）、キャリア教育の

受講経験がある 8.2（22.0％－30.2％）、仕事と生活の両立を考えている 3.7（74.1％－

77.8％）、継続的に歯科関連の研修会等に参加したいと思う 8.8（62.1％－70.9％）、認定

歯科衛生士を取得したいと思う 9.8（45.4％－55.2％）であり、歯科衛生士志望に肯定感

卒業年次の学生が在籍する歯科衛生士
養成機関数　162校

↓
養成機関からの返送数　  150校
　　　　　　   学生票　 6,264名 → 学生票のみ返送　   9校

　　　    学生票　369名

↓
養成機関票と学生票の両方返送

  養成機関票　  141校
         学生票 　5,895名

連結
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をもつ者と歯科衛生士として生涯勤続を希望する者の割合に 10.0％以上の地域差が示

された。
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人
数
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・
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縄
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38
4（

11
校

）
n=
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卒業直後に歯科衛生士として就職する 5,830 名（93.1％）について、希望勤務年数別

に、就労および職業に関する意識および意向に関して肯定的な回答の割合をみた結果、

すべての項目で希望勤務年数が長いほど高率を示した（図 2）。歯科衛生士の仕事にや

りがいを感じている者、仕事と生活の両立を考えている者、歯科関係の研修会や勉強会

に継続して参加を希望する者は、いずれの希望勤務年数でも半数以上を占めていたが、

キャリア教育の受講経験はいずれも 3 割に達していなかった。

勤務年数が「3 年未満」を希望した者の生涯勤続希望者の割合は、「5 年以上」66.9％
のおよそ 1/2 にあたる 33.5％だった。 

図 2. 歯科衛生士卒業年次生の希望勤務年数別にみた就労および職業に関する意識 
および意向

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

キャリア教育の受講経験
（受けた）

歯科衛生士としての生涯勤続希望
（はい）

キャリア展望
（描けている／やや描けている）

認定歯科衛生士の取得意向
（とても思う／やや思う）

歯科衛生士志望の肯定感
（はい）

継続的な研修会参加希望
（とても思う／やや思う）

ワークライフバランスの意向
（仕事と生活と両立）

歯科衛生士の仕事のやりがい
（はい）

3年未満（n＝1,131）
3～5年未満（n＝2,621）
5年以上（n＝2,065）

N＝5,830
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反転したスコアリング（最大 21 点）で学生ごとに 3 項目の合計得点を算出した結果、

3-21 の範囲をとり、15 点が最も多く 1,013 名（16.2％）、次いで 12 点 1,008 名（16.1％）

だった（図 3）。平均（標準偏差）は 14.4（3.4）で、合計得点は、12 点以上が全体の 85.7％
を占めた。

図 3.  歯科衛生士卒業年次生の sense of coherence スケール（SOC 3- UTHS）得点 
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SOC 得点の群別に勤労観および職業観に関する変数との関係を χ2検定によって有意

性をみた結果（表 3）、歯科衛生士学生の勤労観および職業観は SOC と有意に関連して

いることが示された（p<0.01）。 

表 3.  sense of coherence 得点の群別にみた職業観および就労観 

歯科衛生士学生の職業観および就労観を、SOC 得点の低、中、高における平均点を分

散分析で比較した結果（表 4）、（F(2,6225) = 282.18 , p<0.01)で、SOC 得点との関連は有

意であった。Tukey 法で多重比較を行ったところ、SOC 得点の群間の平均点に有意差が

認められ、SOC 得点と職業観および就労観に関連性が示された（p<0.01）。 

n（％）

合計 低群（3-12点） 中群（13-16点） 高群（17-21点）

（n=6,228） （n=1,872） （n=2,736） （n=1,620）

卒業後すぐの就職先での希望就業年数

3年未満 1,122(19.4) 413(23.9) 450(17.6) 259(17.2)

3～5年未満 2,612(45.1) 797(46.2) 1,190(46.5) 625(41.6)

5～10年未満 1,425(24.6) 355(20.6) 677(26.4) 393(26.1)

10年以上 629(10.9) 160( 9.3) 243( 9.5) 226(15.0)

歯科衛生士を志望してよかった

はい 3,738(60.5) 848(45.6) 1,692(62.3) 1,198(74.7)

いいえ 315( 5.1) 160( 8.6) 109( 4.0) 46( 2.9)

どちらともいえない 2,124(34.4) 851(45.8) 913(33.6) 360(22.4)

歯科衛生士の仕事にたいするやりがい

はい 5,232(84.3) 1,380(74.0) 2,375(87.0) 1,477(91.6)

いいえ 65( 1.0) 35( 1.9) 18( 0.7) 12( 0.7)

どちらともいえない 910(14.7) 449(24.1) 337(12.3) 124( 7.7)

生涯、歯科衛生士として働きたい

はい 3,128(50.4) 709(38.0) 1,420(52.0) 999(61.9)

いいえ 619(10.0) 256(13.7) 240( 8.8) 123( 7.6)

どちらともいえない 2,464(39.7) 900(48.3) 1,073(39.3) 491(30.4)

キャリア教育の受講

受けた 1,639(26.4) 367(19.7) 702(25.7) 570(35.3)

受けなかった 870(14.0) 244(13.1) 378(13.8) 248(15.3)

覚えていない 3,702(59.6) 1,252(67.2) 1,651(60.5) 799(49.4)

キャリア展望

描けている 495( 8.0) 67( 3.6) 141( 5.2) 287(17.8)

やや描けている 2,159(34.7) 400(21.4) 990(36.2) 769(47.6)

あまり描けていない 2,754(44.3) 947(50.8) 1,334(48.8) 473(29.3)

描けていない 806(13.0) 452(24.2) 269( 9.8) 85( 5.3)

研修会等に継続して参加したい

とても思う 1,029(16.6) 166( 8.9) 416(15.2) 447(27.7)

やや思う 3,138(50.5) 848(45.4) 1,457(53.3) 833(51.6)

あまり思わない 1,620(26.1) 630(33.7) 731(26.7) 259(16.0)

全く思わない 427( 6.9) 223(11.9) 129( 4.7) 75( 4.6)

認定歯科衛生士を取得したい

とても思う 819(13.2) 147( 7.9) 334(12.2) 338(21.0)

やや思う 2,262(36.4) 546(29.2) 1,053(38.5) 663(41.1)

あまり思わない 1,960(31.6) 684(36.6) 868(31.8) 408(25.3)

全く思わない 449( 7.2) 213(11.4) 167( 6.1) 69( 4.3)

認定歯科衛生士を知らない 722(11.6) 277(14.8) 310(11.3) 135( 8.4)

無回答を除く

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

P値
（χ2検定）

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01
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表 4. 歯科衛生士卒業年次生の SOC 下位感覚における職業観および就労観に関する

点数と SOC 得点との関連 

SOC を 7 件法で得た結果（平均値、中央値、最頻値、標準偏差）、処理可能感（3.3、
3.0、4、1.2）と把握可能感（3.4、3.0、4、1.3）は回答の傾向が近似していたが、有意味

感（2.9、3.0、3、1.2）は他の感覚に比べて平均が低値だった（図 4）。 

【質問文】

処理可能感：私は日常生じる困難や問題の解決策をみつけることができる

有意味感：私は人生で生じる困難や問題のいくつかは向き合い取り組む価値があると思う

把握可能感：私は日常生じる困難や問題を理解したり予測したりできる

【選択肢】よくあてはまる：1～まったくあてはまらない：7 

図 4. 歯科衛生士卒業年次生の sense of coherence 下位感覚別にみた得点の割合 

SOC

下位感覚 低群3-12 中群13-16 高群17-21

処理可能感 4.73（1.249） 3.50（0.891） 4.73（0.704） 6.15（0.681）

有意味感 5.13（1.246） 3.86（0.978） 5.24（0.774） 6.40（0.604）

把握可能感 4.59（1.254） 3.42（0.951） 4.59（0.774） 5.94（0.771）

Tukey法

*：p＜0.01

SOC: sense of coherence

平均値(標準偏差）

合計
SOC得点

多重比較

**
*

6.3

14.3

8.4

16.3

25.5

17.9

29.8

30.0

29.6

31.2

21.5

30.4

10.4

5.5

9.1

3.8

1.7

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

把握可能感

有意味感

処理可能感

1 2 3 4 5 6 7 無回答
N=6,264
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D. 考察 

本研究は、日本国内のすべての歯科衛生士養成課程の卒業年次生を対象に、自記式質

問票調査によって歯科衛生士学生の就労および職業に対する意識や意向を明らかにす

るとともに、SOC と職業観および就労観との関連を検証した、横断的な悉皆調査であ

る。調査した 2019 年度の歯科衛生士国家試験受験者数が 7,216 名だったことから 21）、

在籍状況や受験資格者数の変動を考慮しても、今回得られた 6,270 名の回答は高率であ

るといえる。学生の約 9 割が、高校卒業後に昼間部の 3 年制に進学していた 20 歳代女

性であることが確認できた。卒業後の就職先での「3 年未満」の勤務を希望した者は約

2 割を示し、その割合は地域で差があった。歯科衛生士志望の肯定感と生涯勤続希望に

ついても地域間の違いがみられた。希望勤務年数が長いほど、学生の就労および職業に

関する意識および意向に関して肯定的な回答が高率だった。また、希望勤務年数が「3
年未満」の生涯勤続を希望する者の割合は、「5 年以上」のおよそ 1/2 だった。さらに、

歯科衛生士学生の SOC と職業観および就労観との関連性が明らかになり、歯科衛生士

教育において SOC が意味する首尾一貫感覚を高める重要性が示唆された。 
 
本調査の結果から、歯科衛生士として初めての就職先で 3 年未満の勤務を希望した卒

業年次生は約 2 割だった。これは、厚生労働省「平成 29 年雇用動向調査結果の概要」

で示す「20～24 歳」女性の離職率 27.3％22）と大きくかわらず、3 年未満の勤務を希望す

る歯科衛生士学生の割合が全国の同年代の一般女性の実態と同じ傾向であることが示

された。併せて、「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査 （平成 30 年度）」では、

「できるだけ転職せずに同じ職場で働きたい」と回答した者が 23.6％であり 23）、現代

の若者の仕事に対する考え方の特徴の現れとも考えられる。 
看護学生には卒業前の「計画的キャリアアップ型」がある 24）と報告されているよう

に、卒後の就職先での勤務を経て歯科衛生士としての就業先を換える、いわゆるキャリ

アアップを目指した転職もあろう。しかし、離職中の歯科衛生士が挙げている再就職の

障壁には、技術面の不安をはじめとした歯科衛生士側の要因と、就労環境に代表される

雇用側の要因の両者がある 25）ことから、歯科衛生士業務への再就労に必ずつながるわ

けでなく困難な場合も想定できる。 
希望勤務年数について、「3 年未満」が約 2 割、「3～5 年未満」を合わせると 6 割を超

える本調査の結果に、将来に繋がる前向きな離職がどの程度含まれているか不明である。

しかし、看護職のキャリア・アンカーは少なくとも 5 年以上の仕事経験によって安定す

る 26）といわれているように、同じ医療関係の対人サービスを行う職種として、一定期

間の継続した就業が求められると考える。したがって、キャリアアップを目的とした転

職の構想があっても、歯科衛生士としての職業基盤をつくる場として、卒業して最初の

就職先での職務経験は重要である。実際に、17 都府県在住の歯科衛生士約 1,700 名を対

象とした調査では、歯科衛生士免許取得後 5 年目までの者のうち、歯科衛生士業務に従

事していない者の今後については「よい勤務先があればつきたい」と 33.8％が回答し、

歯科医療以外の就業者は 17％にのぼる 27）。こうしたことから、今後の新人歯科衛生士

の就業継続の促進に向けて、20 歳代歯科衛生士に対する就労観についても把握する必

要があると考えられる。 
本調査の結果、学生の 6 割が歯科衛生士志望に肯定感をもち、5 割が歯科衛生士とし
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て生涯勤続を希望し、歯科衛生士の仕事にやりがいを感じる者は 8 割を超えていた。キ

ャリア展望が描けている者は約 4 割にとどまり、キャリア教育を受けた経験のある者は

いずれの希望勤務年数でも 3 割に達していなかった。全国の研修歯科医を対象とした先

行研究では、キャリア展望を「描けている」と「やや描けている」と回答した者を合わ

せると 66.5％、大学でキャリア教育を受講した経験のある者は 13.7％であり、「キャリ

ア教育は将来設計を描くにあたり有効である可能性が示唆された」と述べている 18）。研

修歯科医と比較して、歯科衛生士の卒業年次生はキャリア教育受講経験の割合は高いが

キャリア展望が描けている者の割合が低かった。その他、女性が医療系職業を継続する

意思を高めるために卒前教育の重要性が指摘されている 28-29）。歯科衛生士学生の就業継

続の意思向上に向けて、キャリア展望が描けるような歯科衛生士養成課程におけるキャ

リア教育の拡充および学習の機会の提供が求められる。

学生の約 8 割は仕事と生活と両立した働き方を望んでおり、自己研鑽のひとつである

認定歯科衛生士 30）の取得意向は 5 割程度で、研修会への継続参加は約 7 割が意欲を示

した。看護学生についてもワークライフバランスの意識は高く、医学教育では将来のキ

ャリア継続にむけてワークライフバランスに関して教育を充実させる必要性を強調し

ている 31,32）。就業歯科衛生士を対象とした調査より、ワークライフバランスが歯科衛

生士の就業継続に重要であることを明らかにしている33）ことからも、歯科衛生士学生

の働き方や自己研鑽の意向を踏まえた教育や就労環境づくりが、歯科衛生士の就業継

続に寄与すると思われる。

学生の就労および職業に関する意識および意向について、地域で違いがみられたのは、

歯科衛生士志望への肯定感と歯科衛生士として生涯勤続を希望する者の割合だった。歯

科衛生士志望の肯定感をもつ者が高率だったのは「東海」で、低率は「北海道」、歯科

衛生士として生涯勤務を希望する者が高率だったのは「東海」で、低率は「九州・沖縄」

だったのは、地域の就労環境や勤務条件の違いが影響を与えている可能性がある。希望

勤務年数の結果は、生涯勤務の希望の結果と合致していたことから、早期離職の意向と

生涯勤務の継続希望は関係があると示唆された。

コメディカルの学生を対象とした調査結果では、職業志望の強化が学習のモチベーシ

ョンを高めるために有効な方法であることを指摘しているが 34）、本研究においても歯

科衛生士学生の職業志望を肯定することは学習効果を高めることに寄与すると考える。

また、本研究の結果から、全国のなかで「東海」の歯科衛生士学生は、歯科衛生士志望

を肯定する者が最も多く、歯科衛生士として生涯勤続を望んでいることがわかった。地

方の医療福祉関連大学の学生は、女性の就業イメージ、キャリア、生活指向に特性があ

ると報告されていることから 35）、歯科衛生士の就業に関しても地域性が生涯勤続の希

望に影響する可能性が示唆された。

本調査より、希望勤務年数が長いほど就労および職業に関する意識および意向が高い

ことから、希望勤務年数は就労や職業に対する前向きな姿勢をあらわすことが示された。

さらに、希望勤務年数の長短にかかわらずキャリア教育の受講経験者率が低値であった。

看護職での、就業直前の職業への準備性と職業志向について検討した先行研究では、学

生時代から職業への準備性を高めることが新卒看護職の早期離職を防止するために重

要である 36）と報告している。職種は異なるが、歯科衛生士学生へのキャリア教育の推

進は、職務継続意思を高めるために役立つ可能性がある。
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今回の結果より、対象者の 9 割以上が女性で、SOC 得点の平均（標準偏差）は 14.36
（3.40）だった。これは、日本の全国代表サンプル調査の女性における 25～29 歳の平均

値（標準偏差）の 14.78（3.42）37）に近似し、歯科衛生士学校の卒業年次生の SOC は、

同年代の一般女性と大差ない。また、本研究から、歯科衛生士学生の職業観および就労

観は SOC と有意に関連している可能性が示された。具体的には、SOC が高いほど、希

望勤務年数が長く、歯科衛生士志望の肯定感、継続勤務の希望、仕事へのやりがいをも

ち、キャリア展望を描けていて、自己研鑽の意欲が高く、キャリア教育の受講経験を

有していることがわかり、歯科衛生学生の首尾一貫感覚は、職業意識や就労意欲と関

連する可能性が示唆された。先行研究より、SOC は先天的に備わっているものではな

く、環境によって後天的に形成されるもの 13）で、学校での成功体験がキャリア志向を

高めるといわれている 38）。歯科衛生士教育課程における就職支援行う場合は、歯科衛

生士学生のSOCを考慮する必要がある12）との提言を踏まえると、SOCの概念を取り入

れたキャリア教育が歯科衛生士学生の首尾一貫感覚の発達形成につながると考える。

今回、SOC 3- UTHS の下位感覚のうち有意味感が処理可能感および把握可能感より

も平均値が低かった。歯科衛生士学生を対象に社会人基礎力と SOC との関連をみた先

行研究の結果からも、有意味感が処理可能感および把握可能感と異なり負の相関を示し

たことが報告されている 12）。3 つの下位感覚のうち、有意味感は他の 2 つの感覚に影響

を及ぼすとして重要視されている 13）ことから、歯科衛生士学生の有意味感の向上が必

要であると考える。有意味感の要素に含まれる「新奇性の追求」は、直面する課題をポ

ジティブに捉え、将来直面する出来事について前向きに取組む姿勢を指している 13）。今

後、学生が卒業後に困難やストレスに直面した際に資源となり得る環境づくりのひとつ

として、歯科衛生士養成課程におけるキャリア教育を通じ、養成機関の支援体制や人間

関係の構築を含む教育方略や教育環境の充実が求められる。

本研究は悉皆調査による検討より、結果の一般可能性という点では意義が大きいと考

えられる。しかし横断的な研究であることから、歯科衛生士の卒業年次生の就業や職業

に対する意識や意向の実態は調査年の学生の特性である可能性があり、一般化には限界

がある。また、歯科衛生士学生の SOC と職業観および就労観の因果関係の解明につい

ても限界がある。

今後の研究課題として、歯科衛生士の就労については、雇用者が歯科衛生士の就業に

対して要求していること、重要視していることを把握することが不可欠であると考える。

そして、歯科衛生士学生の就業や職業に関するデータを蓄積するとともに、歯科医師の

歯科衛生士雇用に関する意識や認識を明らかにする必要がある。さらに、介入研究や縦

断研究により、SOC が職業観および就労観に及ぼす影響を究明するとともに、SOC 形

成に携わる歯科衛生士教育の基盤を構築していく必要があると考えられる。

E. 結論

希望勤務年数が長いほど、学生の就労および職業に関する意識および意向に関して

肯定的な回答が高率だった。また、希望勤務年数が「3 年未満」の生涯勤続を希望す

る者の割合は、「5 年以上」のおよそ 1/2 だった。さらに、歯科衛生士学生の SOC と職

業観および就労観との関連性が明らかになり、歯科衛生士教育において SOC が意味す

る首尾一貫感覚を高める重要性が示唆された。
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令和元年度厚生労働科学研究「歯科医療従事者の働き方と今後の需給等に関する調査研究」 

歯科衛生士の働き方等に関する調査 調査票 

ご回答は、鉛筆または黒・青のボールペンで、当てはまる数字に○印で囲んでいただくか、数字・

文字をご記入ください。 

1. 貴校についてお答えください（令和元年 11 月現在）。

①学校のエリアブロック

※○は 1 つ

1. 北海道 2. 東北 3. 関東/甲信越

4. 東海 5. 近畿/北陸  6. 中国/四国

7. 九州/沖縄

②歯科衛生士養成課程を開設

してからの年数

1. 5 年未満 2. 5～10 年未満

3. 10～20 年未満 4. 20～30 年未満

5. 30～40 年未満 6. 40 年以上

③修業年限 ※○は 1 つ 1. 3 年制 2. 4 年制

④ 歯 科 衛 生 士 課 程 以 外 の

学部/学科/専攻等の有無

※○は 1 つ

1. あり 2. なし

⑤歯科衛生士課程において

歯科衛生士以外に取得可能

な資格・免許の有無

※○は 1 つ

1. あり 2. なし

⑥最終学年の在籍学生数

2. 貴校の、歯科衛生士教育における「将来設計に関する教育（以下、キャリア教育）」に

ついてお答えください（令和元年 11 月現在）。 

①キャリア教育を目的に

授業科目として設定して

いる講義の有無

※○は 1 つ

1. 講義がある→約 時間 

※学生一人が修業期間に受講する、おおよその時間数を数値

（整数）でご記入ください

2. 講義がない

3. （講義の有無が）分からない

②講義以外で、キャリア

教育を目的とした取組み

の実施状況

※○は 1 つ

1. 実施している→（ ） 

※主な取組み内容を（ ）にご記載ください 

2. 実施していない

3. （実施の有無が）分からない

③学習時期

※該当する数字全てに○

1. 1 年次 2. 2 年次

3. 3 年次 4. 4 年次

設問は以上です。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 

学生様よりご回答頂いた調査票とともに、１１月２２日（金）までにご返送ください。 

名 

説明文書（調査へのご協力のお願い）の内容をご確認いただき、下記の□に✓を記入したうえでご回答を 

お願いいたします。（確認欄） □ 説明文書の内容を確認したうえで、調査へ協力することに同意します 
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令和元年度厚生労働科学研究「歯科医療従事者の働き方と今後の需給等に関する調査研究」 

歯科衛生士の働き方等に関する調査 調査票 

・調査票はこの用紙の両面です。1～4 ページまであります。

・調査票、提出用封筒へ学校名やお名前をご記載いただく必要はありません。

・ご回答は、鉛筆または黒・青のボールペンでお願いします。

・ご回答は、あてはまる数字に○印で囲んでいただくか、数字のご記入をお願いします。

「その他」を選択の場合は、（    ）に具体的な内容をご記載ください。

問 1.  歯科衛生士学校に進学した理由はどのようなことですか？ 

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. 資格の取得（歯科衛生士以外を含む） 2. 医療職への興味・関心

3. 人からの勧め（家族、先生等） 4. 歯科衛生士を志望

5. 学校の場所（立地/通学の便） 6. 就職に困らない

7. 経済的に自立できる 8. 短期大学/4 年制大学の卒業

9. 特に理由はない

10. その他（具体的に： ） 

問 2.  歯科衛生士の志望に際し、影響を受けた人はだれですか？ 

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. 家族 2. 親戚 3. 先生 4. 友人 5. なし

6. その他（具体的に： ）

歯科衛生士学校 入学時について、問 3 と 4 にお答えください。 

問 3.  入学時、あなたは卒業後の進路をどのように考えていましたか？ 

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. 歯科衛生士としての就職 2. 歯科衛生士以外として就職

3. 進学（大学、大学院等） 4. 考えていなかった

5. その他（具体的に： ） 

問 4.  入学時、あなたはどのようなところで働きたいと考えていましたか？ 

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. 歯科診療所 2. 病院/大学病院 3. 行政（保健所/都道府県/市区町村）

4. 介護保険施設等 5. 企業 6. 歯科衛生士養成学校

7. 考えていなかった 8. その他（具体的に：  ） 

説明文書（調査へのご協力のお願い）の内容をご確認いただき、下記の□に✓を記入したうえでご回答を 

お願いいたします。（確認欄） □ 説明文書の内容を確認したうえで、調査へ協力することに同意します 
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歯科衛生士学校 卒業後すぐ についてお答えください。 

問５.  卒業後すぐ、あなたは「歯科衛生士として就職」しますか？  あてはまるもの 1 つに○を

つけてください。「2. いいえ」に回答の方は、a～d の 1 つに○をつけてください。 

1. はい

2. いいえ→a. 歯科衛生士以外として就職 b. 大学、大学院等へ進学 c. 未定

d. その他（具体的に：  ） 

問 5 で、「1. はい」と回答した方は、問 6 にお進みください。 

「2. いいえ」と回答した方は、問 11 にお進みください。 

問 6.  卒業後すぐ、どのようなところで働きたいと考えていますか？  

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. 歯科診療所 2. 病院/大学病院 3. 行政（保健所/都道府県/市区町村）

4. 介護保険施設等 5. 企業 6. 歯科衛生士養成学校

7. 考えていない 8. その他（具体的に： ） 

問 7.  卒業後すぐ、の就職先を決めるにあたり、影響を受けた人はだれですか？  

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. 家族 2. 親戚 3. 在学校の先生 4. 実習先の歯科医師・歯科衛生士

5. 友人 6. なし 7. その他（具体的に：   ） 

問 8.  卒業後すぐ、最初の勤務先で、何年くらい働きたいと考えていますか？  

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. 10 年以上 2. 5 年～10 年未満 3. 3 年～5 年未満

4. 1 年～3 年未満 5. 1 年未満

問 9. 卒業後すぐの就職に不安がありますか？  

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. 自分の技術・知識不足 2. 職場の人間関係 3. 業務内容 4. 勤務条件※

5. 給与 6. 心身の健康 7. （家庭）生活との両立 8. 不安はない

9. その他（具体的に：   ） 

※勤務時間、手当、休暇等

問 10. 就職先を決める際に重視するのは、どのようなことですか？  選択肢より、重視する 

順番に、1 位から 3 位までお答えください。 

1. 給 与 2. 勤 務 時 間 3. 勤 務 場 所 4. 福 利 厚 生

5. 業務内容 6. 職場の人間関係 7. 新人教育体制

第１位 第２位 第３位 
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今現在のお気持ちをお聞かせください 

問 1１. 現在、あなたは歯科衛生士を志望してよかったと思いますか？  

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. はい 2. いいえ 3. どちらともいえない

問 1２. 生涯、歯科衛生士として働き続けたいと思いますか？  

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. はい 2. いいえ 3. どちらともいえない

問 13. 歯科衛生士を長く続けるためにはどのようなことが大切だと思いますか？  

選択肢より、重要だと思う順番に、1 位から 3 位までお答えください。 

1. 自分のスキル 2. 仕事へのやりがい 3. 心身の健康

4. 勤務条件（勤務時間・福利厚生） 5. 勤務待遇（給与） 6. 相談できる環境

7. 復職時のサポート（研修会等） 8. 家族の理解やサポート（家事分担等）

9. 社会的なサポート（保育園等）

問 14. 歯科衛生士はやりがいのある仕事だと思いますか？  

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. はい 2. いいえ 3. どちらともいえない

問 15. 現時点であなたはキャリア展望（仕事における将来設計）を描けていますか？  

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. 描けている 2. やや描けている 3. あまり描けていない

4. 描けていない

問 16. 現時点であなたは、仕事と（自分の）生活のバランスをどのように描いていますか？  

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. 仕事と生活と両立 2. 仕事優先 3. 生活優先

問 17. 歯科関係の研修会や勉強会に継続して参加したいと思いますか？  

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. とても思う 2. やや思う 3. あまり思わない 4. 全く思わない

問 18. 今後、「認定歯科衛生士」を取得したいと思いますか？  

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. とても思う 2. やや思う 3. あまり思わない 4. 全く思わない

5. 「認定歯科衛生士」を知らない

第１位 第２位 第３位 

52



問 19. 歯科衛生士学校で、キャリア展望（仕事における将来設計）に関する教育を受けましたか？ 

最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. 受けた 2. 受けなかった 3. 覚えていない

問 20. 下記の①～③について、1 から 7 のうち、あなたの感じ方を最もよく表わしている 

数字 1 つに○をつけてください。 

問 21.  歯科衛生士学校を卒業しておおよそ 10 年後について、あなたはどのような進路を 

思い描いていますか？ 最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 

1. 歯科衛生士として就職 2. 歯科衛生士以外として就職

3. 進学（大学、大学院等） 4. その他（具体的に：   ） 

問２2. ご自身についてお答えください。 

①性別 1. 男 2. 女

②年齢（2019 年 12 月 1 日時点） 

  ※数字をご記入ください

③昼間部と夜間部の別

※○は 1 つ

1. 昼間部

2. 夜間部

④歯科衛生士学校入学直前に

修了した教育課程

※○は 1 つ

1. 高校 2. 専門学校 3. 短期大学

4. 大学

5. その他（具体的に：  ） 

設問は以上です。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 

提出用封筒にて密封し、担当の先生のご指示に従って提出してください。 

 

①私は、日常生じる困難や問題の解決策をみつける

ことができる。
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

②私は、人生で生じる困難や問題のいくつかは、向き

合い、取り組む価値があると思う。
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

③私は、日常生じる困難や問題を理解したり予測し

たりできる。
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

歳 

よ
く
あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ま
っ
た
く
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